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活動の詳細はホームページでもご覧いただけます。www.ntrust.or.jp

講師派遣

　3月3日、鎌倉女子大学初等部6
年生を対象に、スタッフが授業を
行いました。日本のナショナル・
トラスト発祥の地が、学校の近く
にある鎌倉の「御谷（おやつ）の
森」であることを知り、関心を持っ
ていただけたようです。「大切な活
動ということが分かった」「ボラン
ティアをしてみたい」などの感想

をいただきました。

理事会
　令和8年度の第1回理事会を、５
月26日に東京都豊島区のイケビズ
で開催しました。令和7年度の事
業報告と決算について審議を行い、
承認されました。今年度も皆様の
ご支援のもと、活動を進めてまい
ります。

ナショナル・トラストを知る！
キャンペーン第３弾
　今回は「National Trust Journ
al」バックナンバー15冊セットを、
特別価格（3,000円  税込・送料込）
でご提供します。売上の100％が、
日本のトラスト活動を進めるため
に役立てられます。
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霧多布湿原ナショナルトラストに決定

　（公財）自然保護助成基金との共催で実施しているナショナル・トラ
スト活動助成（21期）の助成先が、霧多布湿原ナショナルトラストに
決まりました。同NPOは、道東に位置する国内有数の湿原「霧多布湿
原」を、未来の子どもたちへ残していくために活動しています。湿原
の周辺部の多くは民有地であることから、開発の手から守るために、
土地の買い取りを続けています。同NPOはこの助成金を活用して、湿
原に流れ込む琵琶瀬川の上流部にある、エゾサンショウウオをはじ
め、タンチョウや多くの野鳥が生息する自然豊かな約1.5haの土地を
取得しました。

第21期

22期の募集を開始しました

　今年度の募集を4月より開始しま
した。トラスト活動を行っている団
体や、これから始めようとしている
団体を対象に、土地の取得費用等
を助成します。土
地を確保して自然
を守る活動に、ぜ
ひご 活用くださ
い。詳しくはウェ
ブサイトをご覧
ください。

助成先：認定NPO法人霧多布湿原ナショナルトラスト（北海道厚岸郡浜中町）
助成金額：136万円
土地の面積：15,513㎡

  ナショナル・トラスト活動助成
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　鶴居村と共同で実施した土地取得プロジェクトの続報です。昨年12
月に取得した「鶴居タンチョウトラスト」のすぐ近くにある約17haの
土地を追加で取得し、2号地が誕生しました。今回も鶴居村と土地を
共有する形で手続きを進め、3月12日に売買契約を締結しました。土
地の購入費は672万円で、鶴居村と当協会が半額の336万円ずつ出し合
い、持分2分の1ずつで所有する共有地となりました。
　昨年末からの一連の取組
で、懸念されていたメガソー
ラー開発を未然に防ぐこと
ができ、国の特別天然記念
物タンチョウの聖地「音羽
橋」からの景観と自然環境
を守ることができました。

寒立の鶴居タンョウトラストキャンペーン
期間　2025年12月11日～2026年3月11日

参加方法　一口5,000円

目標金額　150万円

寄付金額　224万1,000円

ナショナル・トラストの手法で、地域の自然を守る取組が進展

トラスト地周辺は、国立公園の指定区域から外
れているため、現行の法制度ではメガソーラー設
置を規制することができない

雪裡川

トラスト地
鶴居村

釧路湿原国立公園

出典：環境省資料より作成

音羽橋

2号地と同じタイミングで鶴居村が単独で取得した土地（約10ha）を併
せると、守られた面積は約35haにも達する

  トラスト事業の報告 

「鶴居タンチョウトラスト」2号地を取得 北海道鶴居村
National Trust

New Area

第１弾キャンペーン終了のご報告

視察場所と同じ、音羽橋の冬の早朝。飛び立つ前のタンチョウの姿
を見ようと、国内外から多くの観光客やカメラマンがこの橋を訪れる

鶴居村ウェブサイトでも情報が掲載されています。「音羽橋周辺エリ
アの土地取得について」または「鶴居村　土地取得」で検索

メガソーラーが計画された奥の丘陵地は、明治18年に鶴居村への入
植が開始された村政発祥の地。また周辺には縄文期の遺跡が点在し、
歴史的にも重要なエリアとなっている

現地視察。川の奥に見える丘陵地の一部が取得地

所在地：北海道阿寒郡鶴居村字雪裡
面積：168,059㎡

持分：2分の１（鶴居村との共有）
取得金額：336万円

村有地（10ha）

2号地（17ha）

1号地（7.5ha）

　現在、2号地の土地購入費336万円を目標に、
第２弾の寄付キャンペーンを実施しています。
このプロジェクトでは、「寄付が集まってから土
地を購入する」のではなく、「まず土地を確保し、
その後に寄付を募る」という方法を採っていま
す。寄付を募っている間に状況が変わり、土地
を取得できなくなる可能性があるためです。
　今回も、「みんなの力で土地を買い、未来へ残
していく」というナショナル・トラストの考え
方のもと、皆様からのご支援をお願いしていま
す。一口5,000円のご寄付で、約125㎡（畳75枚
分）に相当する土地を守ることができます。
　ぜひ第2弾キャンペーンへのご参加をお願い
いたします。

　1号地の土地購入費150万円を目標に、12月11
日より実施した寄付キャンペーンは、1月9日に
目標金額を達成することができました。
　最終的に、寄付件数は87件、寄付総額は224
万1,000円となり、目標を大きく上回るご支援
をいただきました。
　全国の皆様から温かいご寄付と応援のお言葉
をお寄せいただき、心より感謝申し上げます。
皆様のお力によって、大切な土地を未来へつな
ぐ一歩を踏み出すことができました。

寒立の鶴居タンョウトラスト
キャンペーン第2弾

 期間   2026年3月12日～
 参加方法   一口5,000円
 目標金額   336万円
 現在の寄付金額   100万8千円（5月25日時点）

* 第1弾キャンペーンで目標 額を上回った74万
1,000円を含んだ金額です。
*目標金額を上回る寄付金
は、タンチョウ保護や景観
保全を目的とした別の土地
購入費等として活用させて
いただきます。
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地方別寄付件数の割合

この部分が守られました

第２弾キャンペーン  寄付募集中!ご支援のお願い

音羽橋

地理院地図をもとに作成


